
52008年 

堀内小わらび採り体験 

春季消防演習 ②③ 

Les’t 読書 ④ 

国民健康保険税が変わります ⑤ 

長寿医療制度で何が変わるの ⑥ 

不法投棄は犯罪です ⑨ 

地域のちから ⑯ 

も 

く 

じ 

広 報  FUNAGATA



広報ふながた 20.5｜23｜広報ふながた 20.5

１
．
消
防
庁
長
官
表
彰 

○
永
年
勤
続
功
労
章 

　
第
２
分
団
分
団
長
　
　
　
叶
内
　
正
浩

　
　 

○
永
年
勤
続
退
団
者 

　
第
７
分
団
元
副
分
団
長
　
荒
澤
　
広
光

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
忠
義

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
　
洋

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
成
沢
　
昭
市

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
越
前
　
栄
一

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
叶
内
龍
志
郎

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
豊
岡
　
　
栄

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
八
鍬
　
好
春

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
富
樫
　
義
雄

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
高
橋
　
靖
晴

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
叶
内
　
広
美

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
伊
藤
　
宗
広

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
沢
　
茂
男

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
土
田
　
孝
一

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
斉
藤
　
勝
美

  

２
．
日
本
消
防
協
会
長
表
彰 

○
功
績
章 

　
第
３
分
団
分
団
長
　
　
　
庄
司
　
洋
一

  

○
精
績
章 

　
第
５
分
団
分
団
長
　
　
　
早
坂
　
　
守

  

３
．
山
形
県
知
事
表
彰 

○
金
条
章 

　
第
３
分
団
第
５
部 

  

○
特
別
功
労
章 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
伊
藤
　
光
信

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
茂
実

  
○
功
労
章 

　
第
１
分
団
副
分
団
長
　
　
斉
藤
　
智
仁

　
第
７
分
団
副
分
団
長
　
　
森
　
　
正
志

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
伊
藤
　
力
弥

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
斉
藤
　
信
吾

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
和
義

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
一
明

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
佐
藤
　
　
司

  

○
功
績
章 

　
第
６
分
団
副
分
団
長
　
　
加
藤
　
　
貴

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
渡
辺
　
利
春

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
長
沢
　
洋
一

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
原
田
　
和
行

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
高
山
　
　
守

  

○
精
練
章 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
松
田
　
清
隆

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
　
憲

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
斉
藤
　
慎
也

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
小
国
　
　
靖

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
相
馬
　
勝
男

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
小
国
　
高
利

  

○
家
族
功
労
者 

　
第
６
分
団
第
12
部 

　
　
　
成
沢
　
清
美
（
妻
）
成
沢
　
千
春

  

○
永
年
勤
続
退
団
者 

　
第
７
分
団
元
副
分
団
長
　
荒
澤
　
広
光

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
忠
義

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
　
洋

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
八
鍬
　
好
春

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
成
沢
　
昭
市

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
富
樫
　
義
雄

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
越
前
　
栄
一

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
叶
内
　
広
美

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
伊
藤
　
宗
広

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
沢
　
茂
男

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
斉
藤
　
勝
美

  

４
．
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰 

○
優
良
章 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
伊
藤
　
光
信

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
斉
藤
　
信
吾

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
長
沢
　
洋
一

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
青
柳
　
宏
彰

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
八
鍬
　
俊
勝

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
伊
藤
　
　
浩

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
伊
藤
　
　
勉

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
中
島
　
知
徳

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
門
脇
　
敏
春

  

○
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
） 

　
第
１
分
団
分
団
長
　
　
　
渡
部
　
広
行

　
第
２
分
団
分
団
長
　
　
　
叶
内
　
正
浩

　
第
６
分
団
分
団
長
　
　
　
加
藤
　
嘉
久

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
伊
藤
　
正
美

　
第
７
分
団
第
14
部
　
　
　
斉
藤
　
健
悦

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
志
斉
　
金
一

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
成
沢
　
清
美

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
有
川
　
　
晃

  

○
永
年
勤
続
表
彰
（
25
年
） 

　
第
４
分
団
分
団
長
　
　
　
佐
藤
　
　
勇

　
第
５
分
団
分
団
長
　
　
　
早
坂
　
　
守

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
佐
藤
　
秀
人

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
渡
辺
　
弘
一

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
尾
崎
　
隆
悦

  

○
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
） 

　
第
２
分
団
副
分
団
長
　
　
伊
藤
　
　
浩

　
第
３
分
団
副
分
団
長
　
　
伊
藤
　
　
修

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
八
鍬
　
　
学

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
伊
藤
　
　
稔

　
第
７
分
団
第
14
部
　
　
　
斉
藤
　
公
男

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
　
憲

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
伊
藤
　
秀
樹

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
渡
部
　
一
樹

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
君
博

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
高
橋
　
博
之

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
沼
澤
　
伸
一

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
高
橋
　
純
康

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
阿
部
　
一
治

  

○
永
年
勤
続
表
彰
（
15
年
）  

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
鍛
冶
　
紀
邦

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
伊
藤
　
貴
大

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
前
山
　
知
一

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
沼
澤
　
一
樹

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
叶
内
　
　
宏

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
斉
藤
　
主
税

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
伊
藤
　
忠
一

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
伊
藤
　
　
浩

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
伊
藤
　
　
清

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
斉
藤
　
　
匠

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
信
夫
　
国
光

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
松
本
　
正
人

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
野
尻
　
　
誠

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
吉
田
　
直
人

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
曽
根
田
　
健

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
原
田
　
広
樹

  

５
．
最
上
支
部
長
表
彰 

○
銀
条
章 

　
第
６
分
団
第
12
部 

  

○
優
功
章 

　
第
５
分
団
分
団
長
　
　
　
早
坂
　
　
守

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
長
沢
　
洋
一

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
成
澤
　
信
一

  

○
精
励
章 

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
八
鍬
　
　
学

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
原
田
　
和
行

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
加
藤
　
博
之

　
第
７
分
団
第
14
部
　
　
　
斉
藤
　
公
男

  

○
家
族
功
労
者 

　
第
４
分
団
分
団
長 

　
　
　
佐
藤
　
　
勇
（
妻
）
佐
藤
　
徳
子

　
第
５
分
団
分
団
長 

　
　
　
早
坂
　
　
守
（
妻
）
早
坂
千
代
美

  

６
．
町
長
表
彰 

○
優
良
団
員 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
斉
藤
　
義
和

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
富
樫
　
利
夫

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
正
信

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
佐
々
木
知
也

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
叶
内
　
　
智

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
森
　
　
浩
一

　
本
部
付
女
性
消
防
団
　
　
渡
辺
　
友
子

　
本
部
付
女
性
消
防
団
　
　
皆
川
ナ
ル
美

　
本
部
付
女
性
消
防
団
　
　
井
上
か
よ
子

  

○
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
） 

　
第
１
分
団
分
団
長
　
　
　
渡
部
　
広
行

　
第
２
分
団
分
団
長
　
　
　
叶
内
　
正
浩

　
第
６
分
団
分
団
長
　
　
　
加
藤
　
嘉
久

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
伊
藤
　
正
美

　
第
７
分
団
第
14
部
　
　
　
斉
藤
　
健
悦

 

第
２
分
団
第

17
部
　
　
　
志
斉
　
金
一

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
成
沢
　
清
美

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
有
川
　
　
晃

  

○
永
年
勤
続
表
彰
（
25
年
）  

　
第
４
分
団
分
団
長
　
　
　
佐
藤
　
　
勇

　
第
５
分
団
分
団
長
　
　
　
早
坂
　
　
守

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
佐
藤
　
秀
人

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
渡
辺
　
弘
一

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
尾
崎
　
隆
悦

  

○
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
）
　 

　
第
２
分
団
副
分
団
長
　
　
伊
藤
　
　
浩

　
第
３
分
団
副
分
団
長
　
　
伊
藤
　
　
修

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
八
鍬
　
　
学

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
伊
藤
　
　
稔

　
第
７
分
団
第
14
部
　
　
　
斉
藤
　
公
男

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
石
川
　
　
憲

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
伊
藤
　
秀
樹

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
渡
部
　
一
樹

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
君
博

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
高
橋
　
博
之

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
沼
澤
　
伸
一

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
高
橋
　
純
康

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
阿
部
　
一
治

  

○
永
年
勤
続
表
彰
（
15
年
） 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
鍛
冶
　
紀
邦

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
伊
藤
　
貴
大

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
前
山
　
知
一

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
沼
澤
　
一
樹

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
叶
内
　
　
宏

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
斉
藤
　
主
税

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
伊
藤
　
忠
一

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
伊
藤
　
　
浩

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
伊
藤
　
　
清

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
斉
藤
　
　
匠

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
信
夫
　
国
光

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
松
本
　
正
人

　
第
４
分
団
第
18
部
　
　
　
野
尻
　
　
誠

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
吉
田
　
直
人

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
曽
根
田
　
健

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
原
田
　
広
樹

  

７
．
団
長
表
彰 

○
優
良
分
団 

　
第
２
分
団 

  

○
優
良
部 

　
第
７
分
団
第
13
部 

  

○
永
年
勤
続
表
彰 

　
本
部
付
女
性
消
防
団
　
　
大
場
美
奈
子

　
本
部
付
女
性
消
防
団
　
　
曽
根
田
真
利
子 

 

平成20年度 平成20年度 

平成20年度全国統一防火標語 

20

「火のしまつ　君がしなくて　誰がする｣ 「火のしまつ　君がしなくて　誰がする｣ 

　
平
成

　
平
成
20
年
度
春
季
消
防
演
習
が
、
５
月
５
日
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

年
度
春
季
消
防
演
習
が
、
５
月
５
日
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
51
名
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
初
め
て
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
猿
羽

名
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
初
め
て
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
猿
羽

根
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
勇
壮
な
纏
太
鼓
で
演
習
は
ス
タ
ー
ト
。
会
場

根
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
勇
壮
な
纏
太
鼓
で
演
習
は
ス
タ
ー
ト
。
会
場
の
舟
形
本
町
通
り
を
加

の
舟
形
本
町
通
り
を
加

藤
団
長
を
先
頭
に
消
防
団
員
約
４
０
０
名
が
４
列
縦
隊
と
な
っ
て
、

藤
団
長
を
先
頭
に
消
防
団
員
約
４
０
０
名
が
４
列
縦
隊
と
な
っ
て
、
堂
々
と
分
列
行
進
し
ま

堂
々
と
分
列
行
進
し
ま

し
た
し
た
。 

　
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
が
繰
り
広
げ

　
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
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操
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繰
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空
隊
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プ
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が
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出
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災
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練
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統
監
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務
め
る
奥
山
町
長
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団
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消
防
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と
し
て
の
自
覚
と
責
任
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っ
て
、
予
防

責
任
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っ
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予
防

消
防
に
努
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た
め
に

消
防
に
努
め
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有
事
の
際
に
は
町
民
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生
命
・
財
産
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守
る
た
め
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発
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し
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も
ら
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力
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発
揮
し
て
も
ら
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た
い
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。
最
後
に
各
部
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行

た
い
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訓
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最
後
に
各
部
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
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ま
し
た

わ
れ
ま
し
た
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な
お
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時
に
行
わ
れ
た
平
成
　
年
度
の
消
防
関
係
功
労
者
表
彰

　
な
お
、
同
時
に
行
わ
れ
た
平
成
　
年
度
の
消
防
関
係
功
労
者
表
彰
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次
の
と
お
り
で
す

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
平
成
20
年
度
春
季
消
防
演
習
が
、
５
月
５
日
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
51
名
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
初
め
て
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
猿
羽

根
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
勇
壮
な
纏
太
鼓
で
演
習
は
ス
タ
ー
ト
。
会
場
の
舟
形
本
町
通
り
を
加

藤
団
長
を
先
頭
に
消
防
団
員
約
４
０
０
名
が
、
４
列
縦
隊
と
な
っ
て
堂
々
と
分
列
行
進
し
ま

し
た
。 

　
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
県
消
防

防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
も
が
み
」
に
よ
る
救
出
救
助
訓
練
と
、
火
災
防
御
訓
練
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
統
監
を
務
め
る
奥
山
町
長
は
団
員
に
「
消
防
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
予
防

消
防
に
努
め
、
有
事
の
際
に
は
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
訓
辞
。
最
後
に
各
部
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
同
時
に
行
わ
れ
た
平
成
　
年
度
の
消
防
関
係
功
労
者
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

ま
と
い 
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観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
活
動
支
援 

 

は
じ
め
に 

　
舟
形
町
に
は
魅
力
あ
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
そ
れ
を
町
外
の

方
に
紹
介
し
、
案
内
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
？ 

　
舟
形
町
に
は
年
間
約
26
万
人

の
お
客
様
が
来
町
し
て
い
ま
す
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は

そ
ん
な
お
客
様
に
町
内
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
ご
案
内
し
た
り
、

体
験
教
室
の
講
師
を
務
め
た
り

し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
同
ガ
イ
ド
に
は
、
40

代
か
ら
80
代
ま
で
23
名
が
加
入

し
て
お
り
、
昨
年
は
４
件
２
５

４
名
の
お
客
様
を
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
猿
羽
根
山
公
園
な
ど

町
内
各
地
で
、
独
自
に
研
修
会

を
開
催
し
、
「
舟
形
町
の
物
知

り
博
士
」
を
目
指
し
て
日
々
勉

強
し
て
い
ま
す
。 

 

メ
ン
バ
ー
の
話 

　
最
近
は
観
光
と
い
う
と
県
外

の
観
光
地
へ
出
か
け
る
方
が
多

く
、
町
内
に
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
と
い

う
方
も
多
い
よ
う
で
す
。 

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

は
そ
ん
な
方
に
町
の
魅
力
を
教

え
る
の
も
役
割
の
ひ
と
つ
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
子
供
会
の
学
年
行
事
や
町
内

会
の
行
事
の
際
に
「
地
域
を
歩

こ
う
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
私

た
ち
は
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 

行
政
の
関
わ
り 

　
ま
ち
づ
く
り
課
で
は
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
事
務
局

を
担
当
し
て
お
り
、
研
修
会
の

連
絡
調
整
や
お
客
様
か
ら
の
連

絡
の
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
メ
ン
バ
ー
が
自
信
を
持
っ
て

舟
形
町
を
案
内
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
ガ
イ
ド
の
輪
が
広
が
る

よ
う
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
生
涯
学
習
や
地
域
づ
く
り
を

通
し
て
で
き
た
人
と
の
つ
な
が

り
が
会
の
基
礎
を
支
え
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
の
課
題
に
つ
い
て 

　
こ
れ
ま
で
は
人
材
育
成
を
重

点
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
経
済
効
果
を
生
み

出
せ
る
よ
う
、
県
内
の
宿
泊
施

設
や
観
光
業
者
の
方
と
連
携
を

強
め
、
１
人
で
も
多
く
の
方
か

ら
舟
形
町
へ
足
を
運
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
き

ま
す
。 

●
読
書
を
し
よ
う 

　
よ
り
多
く
の
人
と
出
会
う
こ
と
で
、

い
ろ
ん
な
考
え
方
や
生
き
方
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
私
た

ち
が
一
生
を
通
じ
て
知
り
合
う
こ
と

の
で
き
る
人
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　
そ
こ
で
読
書
で
す
。
本
の
中
に
は

多
く
の
人
物
が
登
場
し
ま
す
。
多
く

の
本
を
読
み
、
多
く
の
登
場
人
物
に

出
会
う
こ
と
で
「
生
き
る
力
」
を
育

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
書
き
言
葉
に
な
れ
親
し
む

こ
と
で
、
語
彙
が
豊
富
に
な
り
、
他

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
し
か
し
、
す
ぐ
に
楽
し
く
読
書
で

き
る
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
「
読

書
好
き 

こ
の
子
の
親
も 

読
書
好
き
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
の
大
人
の
関
わ
り
が
と
て
も
大

切
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
活
躍
し
て
い
る
の
が
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

の
皆
さ
ん
で
す
。
「
本
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
欲
し
い
」
「
子
ど
も
が
１
人

で
読
書
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
お

手
伝
い
し
た
い
」
と
各
小
中
学
校
の

朝
読
書
の
時
間
に
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。 

●
あ
な
た
も
読
み
聞
か
せ
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
読
み
聞
か
せ
に
関
心
の
あ
る
方
、

朝
の
時
間
、
ま
た
は
午
後
に
活
動
で

き
る
方
を
大
募
集
し
ま
す
。
キ
ラ
キ

ラ
し
た
子
ど
も
の
瞳
が
あ
な
た
を
待

っ
て
い
る
!! 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／ 

舟
形
町
中
央
公
民
館 

�（
32
）２
２
４
６ 

●
読
み
聞
か
せ
っ
て
何
？ 

　
読
み
聞
か
せ
と
は
絵
本
を
通
じ
て
、

一
緒
に
楽
し
く
過
ご
す
時
間
を
作
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
ご
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

絵
本
を
開
い
て
み
ま
し
ょ
う
！
き
っ

と
心
豊
か
で
、
幸
せ
な
時
間
が
過
ご

せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
！ 

　
お
子
さ
ん
が
「
絵
本
っ
て
楽
し
い
！
」

「
次
、
こ
の
本
読
ん
で
！
」
と
な
っ
た

ら
大
成
功
で
す
。 

 

長沢小「ひだまり」 堀内小「きらり」 舟形小「さくら草の会」 

富長小「学びをともに」 

長野ヒデ子さん絵本講座 あきやまただしさん絵本ライブ 

舟形中「しゃくなげの会」 

＊ 

＊ 

＊ 
　 10月から保険税が年金から徴収されます（特別徴収の開始）  
　65歳から74歳までの世帯主の方であって、次の①～③のすべてに当てはまる方は、10月に支給される

年金から保険税（２カ月分に相当する額）を納めていただくこと（特別徴収）になります。 

　　　　①世帯主が国民健康保険の被保険者となっている方。 

　　　　②世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員が65歳以上75歳未満である方。 

　　　　③特別徴収の対象となる年金の年額が18万円以上であり、保険税が介護保険料と合わせて、年金

　　　　　額の２分の１を超えない方。 
　 

　 平等割（世帯）が半分になります（制度移行に伴う経過措置）  
　世帯の国保被保険者が長寿医療（後期高齢者医療）制度へ移行したことに伴い、これまで軽減を受けてい

る世帯は今まで同様の軽減が受けられ、さらに国保被保険者が１人の世帯となった方は、最長５年間、保

険税の平等割課税分が５割軽減になります。 
　 

　 保険税の納期が４期から５期になります（納期改正） 　 
　舟形町では、保険税を年４期に分けて納付をお願いしてきましたが、１期当たりの納付額の負担を軽減

するため、今年度より新たに２月納期を追加し、納期を５期に増やしました。 
　 

 　▼問い合わせ／舟形町役場町民課税務国保班　�（３２）２１１１（内線３３３） 

　平成20年度から老人保健制度に代わって、新たに「長寿医療（後期高齢者医療）制度」が創設され、

それを支援するために、75歳未満の方は「後期高齢者支援金分」として新たに負担していただくこ

ととなりました。 

国民健康保険税が変わります 

　＜保険税のしくみ＞ 

介 護 保 険 分  

後期高齢者支援分 

医 療 保 険 分  

所得割・資産割・均等割・平等割を算定（限度額12万円） 

所得割・資産割・均等割・平等割を算定（限度額56万円→47万円） 

40 歳 未 満 の 方 
40歳以上65歳未満の方 
65 歳 以 上 の 方 

＝  医療分  ＋  支援分 
＝  医療分  ＋  支援分  ＋  介護分 
＝  医療分  ＋  介護分 

※限度額合計額68万円（３万円増） 

所得割・資産割・均等割・平等割を算定 
（限度額９万円） 

０歳 40歳 65歳 75歳 

新たな 

負担分 

〜
読
〜
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集
〜

大
募
集
〜 

〜
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集
〜 

ご
　
い 



　カメラファンの間で根強い人気の輓馬写真コンク

ール。年々応募作品が増え、審査も激戦となってい

ます。どんどんご応募下さい。 

題　材／当日撮影した輓馬競技及び馬、人、自然に

　　　　関する作品 

サイズ／カラープリントキャビネ版以上四つ切りワ

　　　　イドまで。スライド又はデジタルの方はプ

　　　　リントしてご応募下さい。 

　賞　／グランプリ１点、優秀賞３点、入賞３点 

〆　切／６月27日（金）必着 

その他／応募作品は審査終了後、若あゆ温泉などに展示

　　　　いたしますので是非ご覧下さい。 

申込み・問い合わせ／〒999－4601 

　　　　　　　　　　山形県最上郡舟形町舟形２６３ 

　　　　　　　　　　舟形町役場振興課農業観光班 

　　　　　　　　　　�　　　　　　　　　　�（32）2111（内線421） 

第19回輓馬写真コンクール開催 

会 場／一の関河川公園 

日 時／6月1日（日） 
　　　  　 <午前９時～>

雨天
決行
 

第２2回東北輓馬競技舟形大会 第２2回東北輓馬競技舟形大会 第２2回東北輓馬競技舟形大会 

＜会場案内図＞ 

1 長寿医療（後期高齢者医療）制度 
何が変わるの？ 

長寿医療（後期高齢者医療）制度 
何が変わるの？ 

長寿医療（後期高齢者医療）制度 
何が変わるの？ 

75歳以上の方皆さんに保険証を交付します 

　75歳以上の方はこれまで、医療を受ける際は、国保や社保などの保険証と老人医療受給者
証の２枚が必要でしたが、これからは長寿医療（後期高齢者医療）制度の保険証１枚で医療を
受けられます。無くさないよう大切に使って下さい。 

国保と比べ保険料は平均的に安くなります 

　長寿医療（後期高齢者医療）制度では75歳以上の方全員から保険料をご負担していただきま
す。保険料は収入金額によって算定されますが、国民年金や厚生年金だけで生活している方は、
平均的に保険料が安くなります。 
例）基礎年金（月  66,000円）の１人暮らしの方　国保：2,800円/月　→　長寿：1,000円/月 
例）厚生年金（月167,000円）の２人暮らしの方　国保：7,700円/月　→　長寿：5,800円/月 
　社保等の扶養だった方には移行措置として、９月までの保険料のご負担を免除します。 
10月から新たにご負担をお願いいたします。 

保険料が年金から天引きされます 

　保険料は、原則として年金から天引きされます。これは高齢者の方が金融機関などでお支
払いいただく手間を無くすためです。趣旨をご理解いただき、ご了承ください。 

医療機関での負担は変わりません 

　医療機関での窓口負担は、これまで同様、原則１割負担です。現役並みの所得がある方は
３割負担で、これまでと変わりありません。 

若年層からの支援をお願いします 

　長寿医療（後期高齢者医療）制度は５割が公費、１割が加入者負担、４割が若年層からの支
援によって運営されます。 
　若年層からの支援は国保や社保などの保険料に上乗せ※してご負担いただきます。 
　高齢者の医療制度を守るため、ご理解とご協力をお願いいたします。 
　　※国保の方については５ページに関連記事 

長寿医療（後期高齢者医療）制度は都道府県単位で運営 

　国保は各市町村単位で運営していましたが、長寿医療（後期高齢者医療）制度は県単位の「山
形県医療広域連合」が運営します。 
　これにより、市町村によって格差のあった保険料を県内一律にし、公平的・安定的な運営
が可能となります。 

ポイント 

ポイント  

ポイント  

ポイント  

ポイント  

ポイント  

1

2

3

4

5

6
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不
法
投
棄

不
法
投
棄
は
犯
罪
犯
罪
で
す
！ 

不
法
投
棄

不
法
投
棄
は
犯
罪
犯
罪
で
す
！ 

不
法
投
棄

不
法
投
棄
は
犯
罪
犯
罪
で
す
！ 

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！ 

　
山
道
な
ど
の
道
路
脇
に
無
惨

に
置
き
去
ら
れ
る
「
不
法
投
棄
」

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
不
法
投

棄
を
し
た
人
は
『
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
』

に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。 

　
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
も
不
法
投

棄
で
す
。
町
で
は
衛
生
組
合
連

合
会
で
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
の
ぼ

り
旗
な
ど
を
設
置
し
た
り
、
環

境
美
化
条
例
を
制
定
し
た
り
し
て
、

啓
発
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

　
町
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を

高
め
、
「
不
法
投
棄
し
な
い
・
さ

せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
清
潔
で

美
し
い
町
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

 

☆
土
地
の
所
有
者
が
原
状
回
復 

　
不
法
投
棄
は
、
捨
て
た
人
が

捨
て
た
ご
み
を
回
収
・
原
状
回

復
す
る
の
が
原
則
で
す
。 

　
し
か
し
、
投
棄
者
を
特
定
で

き
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、

そ
の
土
地
の
所
有
者
や
管
理
者

が
回
収
を
行
う
な
ど
、
一
部
の

心
な
い
人
の
行
為
が
他
人
に
多

大
な
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。 

　
ま
た
、
自
分
の
土
地
だ
か
ら

と
い
っ
て
使
わ
な
く
な
っ
た
農

機
具
や
車
な
ど
を
放
置
し
て
お

く
と
、
そ
の
行
為
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
不
法
投
棄
場
所
と
な

っ
て
し
ま
う
事
例
が
多
く
あ
り

ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。 

　５月上旬、舟形町内において不燃ごみが収集車の中で発火する事故が発生しました。ガス缶や

スプレー缶の中に残っていたガスが爆発したことによる火災でしたが、幸い発見が早く大事に至

ることはありませんでした。 

　ガス缶やスプレー缶は完全に使い切り「資源ごみ」として出してください。不燃ごみとして出

す場合は、完全に使い切り、穴をあけガスを抜いてから出してください。 

　危険な事故を防ぐためです。ご理解とご協力をお願いいたします。 

不燃ごみから出火！！ 

☆廃棄物の処理及び 
　　　清掃に関する法律 
第16条 

　何人も、みだりに廃棄物を捨ててはなら

ない。 

第25条第14項 

　廃棄物を捨てたものは、5年以下の懲役

若しくは1千万円以下の罰金に処し、又は

これを併科する。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～国土利用計画法の届出制度とは～ 

大規模な土地取引には届出が必要です！ 
　国土利用計画法は、土地の投機的取引や地価高騰を抑制するとともに、適正 
かつ合理的な土地利用の確保を図るため、大規模な土地取引について届出制を 
設けています。 

　大規模な土地売買などの契約（予約を含む）をしたときは、買主は知事あての届出書に必要な書類 

を添付して、契約を結んだ日から２週間以内に土地の所在する市町村役場へ届け出てください。 

　届出を受けた知事は、利用目的について審査を行い、利用目的が公表された土地利用に関する計画 

に適合しない場合、３週間以内に利用目的の変更を勧告しその是正を求めることがあります。 

<事後届出制の手続きの流れ>

届
出
の
手
続
き 

大規模な土地とは？ 市街化区域① 

2,000㎡以上 

①以外の都市計画区域 

5,000㎡以上 

都市計画区域以外 

10,000㎡以上 

 

Ｑ A

どんな取引が該当？ 売買・代物弁済・交換など Ｑ A

届出は誰が？ 土地の権利取得者（売買の場合であれば買主） Ｑ A

いつまでに届出？ 契約（予約を含む）締結日から２週間以内 Ｑ A

提出する書類は？ 

▼問い合わせ／舟形町役場まちづくり課統括班　�（３２）２１１１（内線３２２） 

届出書、売買契約書の写し、土地の位置図など。 Ｑ A

住民票等の交付に「本人確認」が必要に 
　５月１日から住民票の写しや戸籍謄抄本などの証明書を交付する際に、窓口に来られた方の
本人確認をさせていただいております。 
　大切な個人情報を守るため、「住民基本台帳法」及び「戸籍法」の一部改正により、全国一
斉に行なわれるものです。皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
　 

○対象となる証明書 
　・住民票の写し　・戸籍謄抄本　・除籍謄抄本　・改製原戸籍謄抄本　など 

○本人確認できるもの 
　・１点でいいもの（顔写真付きの証明書） 
　　運転免許証、パスポート、顔写真付き住民基本台帳カードなど 
　・２点必要なもの（顔写真付きでないもの） 
　　健康保険証、介護保険証、各種医療証、公的年金手帳など 

○代理の方は委任状が必要です。 
　　申請できるのは、原則として次の方です。それ以外の方が請求する場合には、委任状が必
　要になります。 

＊ 

○お問い合わせ／舟形町役場まちづくり課統括班　�（３２）２１１１（内線３２３、３２４） 

広報ふながた 20.5｜89｜広報ふながた 20.5

舟形町は 
ここに該当！ 

種　　類 

住 民 票 の 写 し 等  

戸 籍 謄 抄 本 等  

申 請できる方   
左記以外の人が請求する場合は、 
委任状が必要です。 

備　　考 
本人、本人と同世帯の方 

本人、配偶者（夫・妻）、父母、子、祖父母、孫 
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ま
ち
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ま
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わ
だ
い
 

まちのわだい  まちのわだい  

わ だ い ③  わ だ い ①  

わ だ い ②  

　４月27日～29日行われた県縦断駅伝大 
会で、町教育委員会の猪股理選手が力走！ 
第20区で区間順位７位でした。 

　４月28日、県縦断駅伝大会の応援の後、 
舟形中の１、２年生113名がアユパークや駅 
周辺のごみ拾いを実施しました。 

　環境教育や福祉教育につなげようと、５月 
13日、舟形小学校でリサイクル容器を使って 
のリパック給食が行われました。 

　５月15日から16日にかけて、仙台市立五橋

中学校の生徒167名が野外活動で町を訪れました。 

　堀内田植え踊りで歓迎を受けた後、洲崎地区

と長沢地区に分かれて生徒全員で田植え体験に

挑戦し、夜は77戸の民家へ宿泊しました。 

　今回の教育旅行の受け入れには約150名の方

からご協力いただいております。多くの方に支

えられてこそ教育旅行は続いていきます。今後

とも皆さんのご協力よろしくお願いします。 

　４月29日、舟形中学校春の大運動会が開

催されました。 

　今年は「駆翔～春風とともに駆け抜けろ～」

をテーマに晴天の中盛大に開催されました。 

　各組が趣向を凝らし、練習を重ねた応援合

戦では地域の方や卒業生ら大勢が駆け付け、

その出来栄えを見守っていました。 

　一生懸命準備した苦労もあってか、最終結

果が発表されると涙を流す生徒も見受けられ

ました。 

　長沢第１町内のゴミステーション脇に、

現在は全く使用していない深さ２ｍ程度の

農業用のサイフォンがあります。落下防止

のため以前から鉄網でフタをしていましたが、

老朽化により網が破れるなど、大変危険な

状態でした。 

　地域からの要望を受け、材料代を町が、

労働力を地域が負担し合う地域協働事業を

活用し、土砂などでサイフォンを埋める作

業を４月25日に実施しました。地域協働事

業のご相談はまちづくり課までどうぞ。 

　８年程前から全町挙げて英語教育に力を入れ

てきた舟形町は、全国的にも有名となりました

が、私たち日本人は「日本の心」を忘れてはな

らないと、昨年から舟形小で百人一首の暗唱が

行われています。 

　毎月末は百人一首の日。４月は30日に町内

の「詩吟の会」の皆さんをお招きし、迫力ある

百人一首を吟じていただきました。 

　５月12日、町防犯協会と町青少年育成推

進員が中心となり、各小中学校や駅など町内

８箇所で防犯を呼びかけるあいさつ運動が実

施されました。 

　長沢小学校では５名のボランティアの方か

らティッシュが配られ、元気な児童らの「お

はようございます！」という大きなあいさつが、

あたりにこだましていました。 

　５月５日、長尾地区で熊野神社奉納祭が行わ 
れ、子ども神輿が地区内を練り歩きました。 
　前日には前夜祭を復活などがんばっています。 

　５月10、11日の両日、舟形町出身のイラ 
ストレーター三井裕子さんを講師にお招きし、 
トールペイント講座が行われました。 

　４月19日、スポ少結団式が行われ、舟形ウィン 
グスの４名が「みんなの力を結集し、心と体を鍛 
えます！」と決意を述べていました。 

あいさつ運動 

五橋中教育旅行 舟小で百人一首の日 

春の大運動会 

長沢地域協働事業 

わ

だ

い

④

 

わ

だ

い

⑤

 

くしょう 



（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

広報ふながた 20.5｜1213｜広報ふながた 20.5

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
６月の若あゆ温泉の休館日は、11日（水）、25日（水） 

タバコは町内で買いましょう。 
３月のタバコ税は1,276,073円 

　「あっちゃん あがつく あいす
くりーむ」「いっちゃん いがつく 
いちごじゃむ」など、歌って、遊
べて、楽しめる「たべものあいう
えお」。「あ」から「ん」まで69
音すべてが登場。名前の頭文字で
「ことばあそび」もできます。 

　お絵描きなんて大きらい!苦し
まぎれに描いたのはちっぽけな
「てん」ひとつ。そのちっぽけ
な「てん」に隠された大きな意
味を知って主人公のワシテは変
わりはじめる。世の図画ぎらい
を勇気づける楽しい絵本。 

「
あ
っ
ち
ゃ
ん
あ
が
つ
く
あ
い
う
え
お
」 

　
　
　
　
さ
い
と
う
し
の
ぶ
／
作 

「
て
ん
」 

  

　
ピ
ー
タ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
／
作 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

お
知
ら
せ 

春
の
日
光
を
あ
び
つ
つ
流
る
小
国
川
岸
辺
に
遊
ぶ
セ
キ
レ
イ
一
羽 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

翁
偲
び
語
れ
ば
頷
く
濃
紫
す
み
れ
談
義
の
追
懐
寄
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
口
　
み
ど
り
（
埼
　
玉
） 

さ
く
ら
花
紅
越
し
の
富
士
山
に
ひ
と
す
じ
走
る
飛
行
機
の
雲 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

子
ら
去
り
て
静
か
と
な
り
し
保
育
所
に
吹
雪
の
ご
と
く
桜
花
散
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

唐
突
に
健
や
か
な
り
し
友
逝
く
も
残
る
も
運
命
桜
吹
ぶ
き
に
佇
つ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
） 

羨
み
し
美
田
に
蒲
公
英
咲
き
映
え
り
瑞
穂
の
国
の
農
政
思
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

そ
ぼ
濡
れ
て
登
る
山
径
八
合
目
連
翹
木
瓜
の
花
の
明
る
さ 

―
花
見
山
― 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

い
た
る
と
こ
ろ
入
山
禁
止
の
看
板
と
ロ
ー
プ
め
ぐ
ら
す
里
山
近
寄
り
難
く 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

四
年
ご
と
園
で
お
こ
な
う
慰
霊
祭
線
香
手
向
け
手
を
合
わ
す
我 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

さ
く
ら
咲
き
夢
に
ま
で
見
た
花
嫁
の
晴
れ
の
姿
に
胸
あ
つ
く
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
大
　
場
　
美
奈
子
（
光
生
園
） 

【
千
風
会
「
い
の
ち
」
】 

う
ぐ
ひ
す
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
あ
わ
せ
な
く
い
の
ち
の
リ
ズ
ム
四
方
は
さ
み
ど
り 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

い
の
ち
か
け
咲
く
さ
く
ら
花
け
ん
ら
ん
と
幾
千
年
の
今
日
を
生
き
を
り 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

や
す
ら
け
く
い
の
ち
あ
る
も
の
も
の
す
べ
て
緑
青
の
野
辺
に
み
な
ぎ
り
て
ゐ
つ 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

す
き
と
う
る
「
本
田
美
奈
子
」
の
声
し
み
る
の
こ
り
少
な
の
い
の
ち
の
唱
の 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

早
逝
せ
し
友
を
お
も
ほ
ひ
つ
つ
ぢ
咲
く
あ
の
日
の
花
の
た
だ
中
に
座
す 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

お
だ
や
か
な
長
寿
の
命
か
へ
り
ゆ
く
緑
光
の
先
の
お
ご
そ
か
な
浄
土 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

今
日
も
ま
た「
人
を
殺
め
し
」ニ
ュ
ー
ス
か
な
日
本
の
ほ
こ
り
は
無
情
と
な
り
ゆ
く 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

   

下
校
子
の
急
ぐ
と
も
な
き
春
野
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

う
ぐ
い
す
の
一
声
こ
ぼ
る
峠
路 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

曽
孫
と
ゆ
く
萌
ゆ
る
山
脈
人
の
波 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

う
ひ
う
ひ
し
磴
の
先
よ
り
初
音
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

山
国
の
ら
ん
ま
ん
の
花
吹
雪
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

春
一
番
泣
く
子
笑
ふ
子
黄
の
帽
子 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

陽
を
抱
き
話
す
し
ぐ
さ
や
福
寿
草 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

千
年
の
滝
桜
見
て
息
を
呑
む 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
三
） 

そ
こ
こ
こ
の
花
満
開
や
北
の
郷 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

咲
き
満
し
花
見
て
あ
る
く
天
満
宮 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

カ
ラ
オ
ケ
で
友
と
歌
っ
た
花
見
の
座 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

風
和
み
一
足
早
い
木
の
芽
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

雪
解
け
の
水
が
命
の
絆
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
石
　
山
　
藤
　
一
（
光
生
園
） 

入
園
や
マ
マ
に
引
か
れ
て
嬉
し
顔 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
飯
　
沢
　
富
　
子
（
光
生
園
） 

咲
き
き
そ
ふ
裏
山
桜
見
事
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
永
　
沢
　
幸
　
男
（
光
生
園
） 

桜
よ
り
負
け
ず
き
れ
い
な
君
が
い
た 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
笹
　
原
　
　
　
清
（
光
生
園
） 

満
開
の
桜
を
め
で
る
鳥
の
声 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
早
　
坂
　
隆
　
志
（
光
生
園
） 

桜
咲
き
団
子
に
酒
の
ま
わ
し
飲
み 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
菊
　
池
　
忠
　
男
（
光
生
園
） 

花
篝
灯
り
ゆ
ら
め
く
水
面
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
今
　
田
　
良
　
子
（
光
生
園
） 

陽
を
浴
び
て
匂
い
漂
ふ
桜
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
関
　
　
　
美
　
恵
（
光
生
園
） 

桜
咲
き
団
子
も
う
ま
い
日
和
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
安
　
達
　
直
　
美
（
光
生
園
） 

故
郷
想
い
桜
花
乱
舞
に
涙
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
石
　
山
　
美
　
幸
（
光
生
園
） 

は
ら
は
ら
と
舞
い
散
る
桜
君
想
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
豊
　
岡
　
尚
　
子
（
光
生
園
） 

新
入
生
七
色
か
ば
ん
時
代
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
豊
　
岡
　
恵
　
美
（
光
生
園
） 

花
よ
り
も
幸
せ
な
愛
守
る
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
横
　
沢
　
里
　
美
（
光
生
園
） 

彼
方
よ
り
ひ
と
目
見
た
さ
の
桜
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
秋
　
保
　
宏
　
子
（
光
生
園
） 

夜
桜
や
高
玉
芝
居
二
百
年 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

石
垣
に
垂
れ
て
極
ま
る
桜
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

嬰
児
の
片
言
ふ
え
し
椎
若
葉 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

雨
し
と
ど
花
か
ん
ざ
し
や
花
き
ぶ
し 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
四
） 

芽
吹
き
時
姉
妹
久
し
き
浜
の
宿 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
小
　
野
　
美
知
子
（
舟
形
四
） 

露
天
風
呂
一
人
じ
め
し
て
花
お
ぼ
ろ 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
若
　
山
　
節
　
子
（
舟
形
四
） 

 

     

　
鳥
飼
養
者
の
皆
様
は
日
ご
ろ

か
ら
農
場
や
飼
育
舎
の
衛
生
対

策
に
十
分
注
意
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
衛
生
管
理

を
再
点
検
し
、
野
鳥
や
野
生
動

物
の
侵
入
防
止
に
万
全
を
期
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

　
な
お
、
野
鳥
の
死
が
い
を
発

見
さ
れ
た
場
合
に
は
次
の
と
お

り
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。 

∧
自
宅
の
庭
な
ど
で
単
体
で
野
鳥

の
死
が
い
を
発
見
し
た
場
合
∨ 

　
死
が
い
を
素
手
で
触
ら
ず
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
し

っ
か
り
と
封
を
し
、
廃
棄
物
と

し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。 

∧
野
外
で
複
数
の
野
鳥
の
死
が

い
を
発
見
し
た
場
合
∨ 

　
伝
染
病
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

連
絡
先
／
最
上
総
合
支
庁
環
境

課
　
�（
29
）
１
２
８
５ 

最
上
総
合
支
庁 

�（
22
）
１
１
１
１ 

  

　「
障
害
」の
表
記
に
お
け
る「
害
」

と
い
う
漢
字
の
表
記
に
つ
い
て
、

舟
形
町
で
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
の
人
権
を
よ
り
尊
重
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
負
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
「
害
」
の
漢
字
を
で

き
る
だ
け
用
い
な
い
で
「
碍
」

の
漢
字
を
使
っ
て
き
ま
し
た
。

山
形
県
で
は
、
平
成
19
年
４
月

か
ら
「
障
が
い
」
と
ひ
ら
が
な

表
記
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
国
の
法
令
・
制

度
等
は
「
害
」
、
山
形
県
の
条

例
や
文
書
は
「
障
が
い
」
、
舟

形
町
の
規
則
や
文
書
は
「
障
碍
」

と
、「
障
害
」「
障
が
い
」「
障
碍
」

の
３
通
り
の
表
記
が
あ
り
、
混

乱
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
碍
」
は
当
用
漢
字

に
は
な
く
読
み
方
が
わ
か
ら
な

い
と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
理
由
か
ら
町
で
は
、

今
後
、
文
書
等
で
使
用
す
る
表

記
に
つ
い
て
は
、
「
障
が
い
」

と
ひ
ら
が
な
表
記
に
改
め
る
も

の
と
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

順
次
使
用
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
国
の
法
令
名
や
制

度
の
名
称
、
機
関
の
名
称
な
ど
、

人
の
状
態
を
表
す
も
の
で
な
い

も
の
は
、
引
き
続
き
「
障
害
」

と
表
記
い
た
し
ま
す
。 

（
例
）
障
害
者
自
立
支
援
法
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど 

  

▼
日
時
／
６
月
３
日
（
火
）
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

▼
場
所
／
舟
形
町
保
健
セ
ン
タ

ー
２
階
和
室 

▼
相
談
内
容
／
家
族
間
の
ト
ラ

ブ
ル
、
虐
待
、
遺
産
相
続
、
近

所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど 

▼
主
催
／
新
庄
人
権
擁
護
委
員

協
議
会 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
役
場

ま
ち
づ
く
り
課
統
括
班 

�（
32
）２
１
１
１（
内
線
３
２
１
） 

新
刊
書
の
紹
介 

▼子育て支援センターとは？ 

○親子のふれあいの場・子どもの交流の場です。（午前中と午後３時以降) 

○絵本の読み聞かせ・手遊び・製作などのイベントも開催。 

○保健師・保育士による子育て相談。電話でもＯＫ。 

▼ご利用は？  

　利用開始は６月２日からとなります。見学はいつでもＯＫです。 

▼イベント情報！  

イベント名／遊びの広場 

期日／毎月第２、４水曜日 

場所／子育て支援センター（舟形ほほえみ保育園内） 

内容／入園前児童を対象としたおもちゃ遊びなど 

イベント名／遊戯室で遊ぼう 

日時／毎週火、金曜日　午前９時30分～11時 

場所／舟形ほほえみ保育園 

内容／お遊戯室を一般開放！ 

問い合わせ／舟形町子育て支援センター　渡辺幸子(保健師)、須貝春香(保育士) 

　　　　　　�（３２）２１２０ 

子育て支援センターオープン 

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
� 32ー2111（内線322） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

ひ 

く
れ
な
い 

さ
だ
め 

は
な 

た 

と
も
し 

そ
う
い 

ま
　
ご 

な
み 

よ
　
も 

み
ち 

た
ん
ぽ
ぽ 

れ
ん
ぎ
ょ
う 

６月の納期 

◆町県民税 

　納期限･･･ 

忘れずに納税しましょう。 

6月30日（月）まで 

鳥
飼
養
者
の
皆
様
へ 

「
障
が
い
」の
表
記
に
つ
い
て 

人
権
な
ん
で
も
相
談
所 

さ
　
と 



町
営
バ
ス
は
ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
  

              

　
舟
形
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
新
緑

が
美
し
い
こ
の
季
節
。
青
空
の
下
で
は
、
鯉

の
ぼ
り
が
風
を
受
け
て
の
び
の
び
と
泳
い
で

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

す
か
。
柿
崎
真
衣
子
で
す
。 

　
今
年
の
桜
は
例
年
に
比
べ
開
花
が
早
く
、

県
内
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
見

ご
ろ
を
迎
え
た
場
所
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
い
つ
も
な
ら
満
開
の
桜
の
下

で
行
な
わ
れ
る
、
新
庄
の
春
の
名
物
「
か
ど

焼
き
大
会
」
は
、
桜
の
時
期
を
少
し
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
連
日
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
、
足
を
運
ん
で
下

さ
っ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
先
日
私
は
、
晴
天
の
中
、
人
生
初
の
野
球

観
戦
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
場
所
は
、
秋
田

市
の
こ
ま
ち
ス
タ
ジ
ア
ム
と
い
う
大
き
な
球

場
で
す
。
そ
こ
で
「
欽
ち
ゃ
ん
」
こ
と
萩
本

欽
一
さ
ん
率
い
る
野
球
チ
ー
ム
「
茨
城
ゴ
ー

ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
」
対
「
秋
田
選
抜
」
の
試

合
が
行
な
わ
れ
た
の
で
す
。 

　
プ
ロ
顔
負
け
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
球
の
速
さ

や
、
チ
ー
ム
唯
一
の
女
性
選
手
、
片
岡
選
手

の
今
シ
ー
ズ
ン
初
ヒ
ッ
ト
な
ど
、
見
て
い
る

だ
け
で
大
興
奮
の
試
合
内
容
で
し
た
。
し
か

し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
と
言
え
ば
や
っ

ぱ
り
、
欽
ち
ゃ
ん
。
欽
ち
ゃ
ん
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
登
場
す
る
や
い
な
や
、
ス
タ
ジ
ア
ム
は

大
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
生
で
見
る
欽
ち

ゃ
ん
は
、
思
っ
て
い
た
よ
り
小
柄
で
し
た
が
、

攻
守
交
替
の
合
間
の
マ
イ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
本
当
に
お
も
し
ろ
く
、
場
内
は
終
始
笑

い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
試
合
の
中
盤
で
は
、
本
家
本
元
の
「
欽
ち

ゃ
ん
走
り
」
も
披
露
さ
れ
、
生
で
見
る
「
欽

ち
ゃ
ん
走
り
」
に
す
っ
か
り
感
動
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ま
た
見

に
行
き
た
い
で
す
。 

　
近
く
の
田
ん
ぼ
で
は
田
植
え
が
始
ま
り
、

週
末
も
休
み
な
く
農
作
業
と
い
う
ご
家
庭
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
風
邪
な
ど
引
か
な
い

よ
う
に
た
く
さ
ん
栄
養
を
つ
け
て
、
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

総務課　No.278
４月２日～５月１日届出分 

長者原 

一の関 

長者原 

紫　山 

堀　内 

68（　昭　） 

82（ハルヨ） 

77（正　幸） 

76（恵美子） 

59（和　利） 

早坂　武治 

沼澤　　保 

相馬　正輝 

加藤　則義 

加藤満喜子 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,183人 

：3,298人 

：6,481人 

：1,902世帯 

（－11） 

（－５） 

（－16） 

（－１） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,584人 
女性　2,797人 計5,381人 

(3／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

4
30

 

経壇原 

野 

富田１ 

舟形４ 

浅沼　瑠華 

八鍬　惺空 

加藤つばき 

佐藤　春希 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

るか 

せな 

 

はるき 

慎　一 
智　子 
政　幸 
恵　里 

徹 
美　加 
拓 
忍 

□お誕生おめでとう ◆ 

 

＜作り方＞ 

①春菊は葉先をちぎり水につけてシャキッとさせ、パプリカは薄切りに 

　する。 

②ドレッシングの材料ａを混ぜ合わせる。 

③牛肉に塩、こしょうをふり、フライパンにサラダ油を熱して両面を焼く。 

④ボールに①と牛肉を入れドレッシングであえて完成。 

▼問い合わせ／舟形町町民課健康班　�（32）2111（内線351） 

牛
肉
の
ソ
テ
ー
と 

　
　  

春
菊
の
サ
ラ
ダ 

おいしく
 

食べて 

健康に 

＜材料（４人分）＞  

　牛もも肉（焼き肉用） 

　春菊 

　赤パプリカ 

　黄パプリカ 
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‥‥‥‥‥‥‥１/２（葉先） 

‥‥‥‥‥１/２個 

‥‥‥‥‥１/２個 

‥‥‥‥‥‥適量 

 

ドレッシング 

コチュジャン 

ポン酢醤油 

白すりごま 

ごま油 

サラダ油 

 

 

‥‥小さじ１/４ 

‥‥‥‥大さじ２ 

‥‥‥‥大さじ１ 

‥‥‥‥‥‥小さじ１ 

‥‥‥‥‥大さじ１ 

 

「これはオススメ！」という我が家の自慢料理をこのコーナーで紹介してみませんか？ 

通信通信  通信  

◆スポーツは（学生時代など）‥‥‥‥‥‥  

◆現在の職業は‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 
　  

◆将来の夢は‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆趣味は‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆休日は？‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆舟形町の良いところは？‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆舟形町の悪いところは？‥‥‥‥‥‥‥‥ 

卓球 

道路の舗装関係。安全第一を 
心掛けています。 

社長になりたい 

音楽 

友達と遊んでいます 

自然がいっぱいなところ 

遊ぶところがないところ 

信夫和彦さん（20歳） 

～生で食べる春菊が新鮮です～ 

経壇原 

新庄市 

 

堀　内 

新庄市 

 鈴木　恵吾 
（松田）美和 
 
 伊藤　克司 
（長澤）美咲 

□ご結婚おめでとう ◆ 

ａ 

Vol.91Vol.91

camera
  angle

camera
  angle

今年成人式を迎えました 今年成人式を迎えました！ 

広報ふながた 20.5｜1415｜広報ふながた 20.5

６月は高齢者の交通事故防止強化月間です ６月は高齢者の交通事故防止強化月間です 

●夜光反射材を着用 
　夕暮れから夜間にかけて外出する際は、靴に反射シールを貼ったり、夜光反射材付き 

タスキを着用しましょう。 
 
●道路横断時の左右の安全確認 
　車は遠くに見えてもすぐに来てしまいます。道路を横断するときは、 

左右の安全をよく確かめましょう。 
 
●全席シートベルトを着用 
　車に乗ったら、助手席・後部席も全員シートベルトを着用しましょう。 
 
●ハイビームの積極的な活用 
　歩行者の早期発見のため、ハイビームを積極的に活用し、前方をよく確認して運転しま 

しょう。対向車があってハイビームにできない場合は10㎞減速しましょう。 

（
新
庄
市
） 
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先
日
、
長
尾
地
区
の
ブ
ナ
林
散

策
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
は
新
緑
の
季
節
で
、
黄
緑
色
の

葉
っ
ぱ
の
隙
間
か
ら
太
陽
の
光
が

キ
ラ
キ
ラ
と
す
ご
く
気
持
ち
よ
か

っ
た
で
す
。
全
長
約
３
㎞
の
道
の

り
に
は
樹
齢
２
０
０
年
に
も
な
る

ブ
ナ
の
大
木
な
ど
、
大
変
貴
重
な

自
然
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

散
策
道
は
上
り
坂
が
少
な
く
、
適

度
な
疲
労
感
の
１
時
間
で
し
た
。 

 

ま
た
、
荒
沢
の
滝
や
念
仏
の
松

な
ど
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
見

学
す
る
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
一
日

で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
） 

あとがき 
postscript

　
現
在
、
長
沢
小
学
校
は
児
童
数
73
名
。
全
国
的
に
少
子
化

が
叫
ば
れ
る
中
、
長
沢
小
で
も
児
童
数
の
減
少
に
歯
止
め
の

か
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
近
年
子
ど
も
が
被
害
に
遭

う
事
件
事
故
も
多
発
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
下
校
時
に
集

中
し
て
い
ま
す
。 

　
長
沢
小
で
は
全
児
童
の
約
８
割
が
徒
歩
通
学
で
す
。
登
下

校
時
の
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
の
は
地
域
の
役
割
。
そ
う
い

っ
た
活
動
が
長
沢
第
３
町
内
会
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
４
月
下
旬
、
町
内
会
51
戸
の
皆
さ
ん
が
通
学
路
の
環
境
美

化
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
「
ご
み
な
ど
で
汚
く
し
て
い
る
と
更
に
ポ
イ
捨
て
が
ひ
ど

く
な
っ
た
り
、
犯
罪
に
結
び
つ
く
危
険
が
あ
り
ま
す
。
時
に

は
成
人
向
け
雑
誌
な
ん
か
も
捨
て
ら
れ
て
い
て
、
児
童
に
悪

影
響
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
」
通
学
路
の
ご
み
拾
い
を
終
え
、

岸
正
紀
町
内
会
長
は
語
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
危
険
箇
所
の
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ

い
の
が
み
周
辺
は
下
り
坂
の
急
カ
ー
ブ
で
非
常
に
見
通
し
が

悪
い
上
に
、
夏
場
、
雑
草
が
生
い
茂
る
と
更
に
見
通
し
が
悪

く
な
る
な
ど
、
非
常
に
危
険
な
箇
所
で
あ
り
ま
す
。
長
沢
第

３
町
内
会
で
は
年
間
５
〜
６
回
、
草
刈
り
や
雑
木
伐
採
な
ど

を
行
い
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
は
家
族
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
に
と
っ
て
も
宝
で

す
。
少
な
い
子
ど
も
を
大
切
に
、
ま
た
、
強
く
育
て
る
こ
と

が
私
た
ち
大
人
に
与
え
ら
れ
た
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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『 

長
沢
第
３
町
内
会 

』 

シリーズ　地域のちから その� 


